


竹炭を使った水質浄化
植菌の簡素化



ミニ浄化材の製作
活動から生まれた副産物

•家庭水槽の浄化（テスト確認中）

•脱臭効果も確認 （自宅シューズボックスで効果確認済み）



竹炭を使った水質浄化
炭の設置を水平に

•従来は炭を縦方向に設置 水平方向に設置

•水面から川底まで配置 広い水面に配置



植物を使った水質浄化

•浮島の改善

•育苗箱でまとめて移植 耐久性のテスト



水質測定結果
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まとめ

１、上流部への拠点つくりは、課題が多く再考が必要。

２、台風接近、長雨などで計画が大幅遅れが出た。

３、地域住民へのアプローチができた。

４、住民の中には川への愛着が深く感じることができた。

５、他地区との交流の中で、人材の交流が深まり

今後の交流の発展ができた。


